叙勲祝賀会の基本原稿
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叙勲祝賀会の一般的な進行は次ページのように①～⑭までのブロックで構成されています。
ブロック分けにすることで叙勲祝賀会の基本パターンを簡単に覚えられるようになっています。

ただ地域やその時によっては行われないも、順番が違っていたり呼び方が違うものなどもあると思われます。

そのような場合①～⑭までのブロックで必要ない行程を省いたり、順番を入れ替えたり、呼び方を変更することによってその都度、進行形態に合わせることができます。

	①ブロック
	前フリ挨拶

	②ブロック
	開会挨拶

	③ブロック
	発起人代表挨拶

	④ブロック
	来賓挨拶
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	記念品・花束贈呈
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	万歳三唱

	⑬ブロック
	閉会

	⑭ブロック
	締め

	
	




原稿を勉強する前に

これからあなたと原稿を見ていくのですが、その時に『司会者のコメント』と『現場の動き』の2つの進行がどのように重なって進んでいくのかに注意しながら勉強していきましょう。

　
各ブロックの進行の中で

『現場の動き』は【現】

『その時の司会者のコメント』は

という記号で表記しています。

例えば進行が
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	【現】
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　となっていた場合、
“まず司会者のコメントがあって、
次に現場の動きがあって、
そして司会者のコメントが入る”
という流れを表しています。

原稿に表記されている記号の意味

	【現】
	現場の動き
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	司会者のコメント

	[　注意！ ]
	確認や注意の必要な部分。また司会者として最低限間違ったり、失敗しないように心がける部分。

	[　ポイント！ ]
	司会をうまく進めていく為に役立つポイント。

	（　　）内の文字
	人名や地名、数字など現場によって変わる部分。

実際に行なう司会用に言葉を入れ替えてください。


前フリ
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	『本日はお忙しい中、このように大勢の方にお越しいただき、誠にありがとうございます。』
『ご承知のように（受章者の名前）（副会長）は、長年にわたり（食品衛生）業界の発展と維持に多大なる功績を残されました。』

『そのご苦労に対し、この度（EQ \* jc2 \* "Font:中ゴシック体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(きょくじつ),旭日)

EQ \* jc2 \* "Font:中ゴシック体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(そうこう),双光)章）が贈られました。』
『その章にふさわしく、本日は温かくお祝いくださいますようお願い致します。』
[　注意！　受章者の名前の紹介をする際、名前の後に敬称（様・社長・会長など）をつける。]
[　注意！　名前を紹介する際、フルネームできちんと紹介するようにしましょう。2度目以降は苗字のみでも大丈夫です　]
[　注意！　地名・建物名・人名のような固有名詞や人の肩書きなどは間違えると大きなクレームななる場合もあります。間違えないように何度も確認しましょう　]
[　ポイント！ 　固有名詞の言い間違いを防ぐ為にも全ての固有名詞にふりがなをうっておくと良いでしょう（ふりがなはひらがなでもカタカナでも読みやすい方でOK]
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【※】⑧ブロックに関しては発起人が受章者に対してお祝いの為に段取りする催しものなので、ない場合もありますし、また今回例で上げている舞に限らず歌であったり演奏であったりすることもあります。
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